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宝 島 の 歴 史を辿る

観高から望む玉山連峰
手前の崩壊した部分は金門銅大断崖、その上のドー
ム状の塊が玉山主峰（新高山）、その左の尖峰は玉
山東峰（東山）、東峰下に見えるなだらかな起伏が
八通関である。

を
行
く

　　

高
く
険
し
い
台
湾
の
脊
梁
山

脈
を
貫
く
道
は
、
壮
大
な
大

自
然
に
抱
か
れ
、
静
穏
な
時
を

刻
ん
で
い
た
。
現
在
、
台
湾
古

道
と
呼
ば
れ
る
こ
の
山
道
の
ほ

と
ん
ど
は
日
本
時
代
に
開
削
さ

れ
た
も
の
だ
が
、
そ
の
存
在

が
話
題
に
上
る
機
会
は
少
な

い
。
古
道
は
台
湾
開
拓
史
そ
の

も
の
で
あ
り
、
台
湾
史
の
縮
図

と
言
え
る
。
台
湾
の
山
に
入
れ

ば
、
台
湾
が
見
え
て
く
る
、
と

は
台
湾
古
道
研
究
の
泰
斗
の
言

葉
で
あ
る
。
こ
の
言
葉
に
誘
わ

れ
、
台
湾
古
道
の
代
表
、
八
通

関
古
道
へ
足
を
踏
み
入
れ
る
と
、

「
不
思
議
の
国
」台
湾
の
も
う

一
つ
の
姿
が
見
え
て
く
る
。

第
1
回［文・写真］西 豊穰
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台
湾
の
歴
史
を
伝
え
る
古
道

　
台
湾
の
古
道
の
ほ
と
ん
ど
は
、
そ
の
最
終

形
態
が
日
本
統
治
時
代
の
原
住
民
族
に
対
す

る
理
蕃
道
（
警
備
道
ま
た
は
管
制
道
路
）
で

あ
っ
た
事
実
は
、
現
代
の
日
本
人
に
は
あ
ま

り
知
ら
れ
て
い
な
い
。
原
住
民
族
の
生
活
道
、

狩
猟
道
、
婚
姻
道
と
、
清
朝
に
よ
る
台
湾
経

営
を
目
指
し
た
「
開
山
撫
蕃
」
道
（
山
を
開

き
蕃
人
＝
原
住
民
を
慰
撫
す
る
）
が
、
日
本

時
代
に
な
り
理
蕃
道
へ
と
改
編
・
整
備
さ
れ

て
い
っ
た
。
こ
れ
が
台
湾
古
道
の
基
本
的
な

成
り
立
ち
で
あ
る
。

　
戦
後
、
こ
れ
ら
理
蕃
道
の
一
部
は
脊
梁
山

脈
を
横
断
す
る
自
動
車
道
と
な
り
、
あ
る
い

は
林
道
、
産
業
道
路
、
登
山
道
と
し
て
再
利

用
さ
れ
る
一
方
、
そ
の
他
の
多
く
が
草
木
の

生
い
茂
る
に
ま
か
せ
朽
ち
果
て
て
し
ま
っ
た
。

て
い
た
が
、
現
在
で
は
そ
の
逆
、
つ
ま
り
台

湾
か
ら
南
洋
に
散
ら
ば
っ
て
い
っ
た
と
い
う

説
も
唱
え
ら
れ
て
い
る
。

　
日
本
統
治
時
代
、
台
湾
総
督
府
の
原
住
民

族
に
対
す
る
管
制
の
厳
し
さ
は
、
今
で
も
山

岳
部
奥
深
く
に
残
る
理
蕃
道
跡
と
駐
在
所
遺

構
を
見
れ
ば
容
易
に
想
像
で
き
る
。
た
だ
し
、

本
編
は
日
本
の
台
湾
殖
民
地
時
代
の
功
罪
を

問
う
こ
と
が
目
的
で
は
な
い
。
台
湾
古
道
を

通
し
て
台
湾
史
を
辿
る
散
策
で
あ
る
。

台
湾
古
道
の
巨
人
・
八
通
関
古
道

　
台
湾
古
道
の
歴
史
は
、
日
本
、
台
湾
、
清

国
の
近
代
史
と
密
接
に
か
か
わ
っ
て
い
る
。 

近
代
日
本
初
め
て
の
海
外
派
兵
と
な
っ
た
征

台
の
役
（
牡
丹
社
事
件
。
明
治
７
年
・
１
８

７
４
年
）
以
降
、
日
本
の
台
湾
領
有
の
意
図

を
察
し
た
清
朝
は
、
積
極
的
な
台
湾
経
営
に

乗
り
出
そ
う
と
し
、
西
海
岸
の
南
部
、
中
部
、

北
部
の
各
地
か
ら
、
そ
れ
ま
で
ほ
と
ん
ど
開

発
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
東
海
岸
に
達
す
る
道

路
を
開
削
す
る
。
そ
の
う
ち
、
中
部
に
開
削

さ
れ
た
も
の
が
、
現
在
の
八は
っ
通つ
う
か
ん関
古
道
の
原

形
で
あ
る
。
清
代
の
道
路
の
起
点
と
な
っ
た

南
投
県
竹
山
一
帯
に
は
、
開
削
に
ち
な
む
歴

史
遺
産
と
し
て
貴
重
な
石
碑
な
ど
が
少
な
か

ら
ず
残
さ
れ
て
い
る
。
八
通
関
は
、
古
く
は

近
年
、
台
湾
で
は
、
台
湾
独
自
の
歴
史
を
見

出
そ
う
と
す
る
活
動
が
盛
ん
で
あ
り
、
台
湾

古
道
も
ま
た
甦
り
つ
つ
あ
る
。

　
日
本
の
九
州
程
度
の
面
積
し
か
な
い
台
湾

に
は
、
富
士
山
、
日
本
ア
ル
プ
ス
を
は
る
か

に
凌
駕
す
る
山
岳
が
ひ
し
め
く
。
日
本
は
３

０
０
０
メ
ー
ト
ル
を
越
す
山
が
20
座
ほ
ど
し

か
な
い
が
、
台
湾
は
優
に
２
０
０
座
を
超
え

る
。
こ
れ
ら
台
湾
の
高
山
地
帯
は
当
時
「
生

蕃
」
と
呼
ば
れ
た
山
地
原
住
民
の
生
活
の
場

で
あ
っ
た
。
日
本
人
は
、
後
に
「
高
砂
族
」

と
呼
ば
れ
る
、
こ
れ
ら
の
原
住
民
の
管
制
の

た
め
に
、
集
落
を
繋つ
な
ぎ
、
天
嶮
を
跨
ぐ
警
備

道
を
整
備
し
て
い
っ
た
。

　

現
在
、
台
湾
で
原
住
民
族
と
し
て
正
式

に
認
定
さ
れ
た
部
族
は
14
族
、
台
湾
の
人
口

に
占
め
る
割
合
は
約
２
パ
ー
セ
ン
ト
で
あ
る
。

そ
の
祖
先
は
フ
ィ
リ
ピ
ン
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア

方
面
か
ら
渡
っ
て
き
た
と
長
ら
く
考
え
ら
れ

八
同
関
と
も
表
記
さ
れ
、
ツ
ォ
ウ
族
が
玉
山

一
帯
を
「
パ
ン
ト
ン
ク
ウ
ァ
」
と
呼
び
慣
わ

し
て
い
た
た
め
、
そ
の
漢
音
訳
と
い
わ
れ
る
。

　
そ
の
後
、
ブ
ヌ
ン
族
を
管
制
す
る
た
め
の

警
備
道
と
し
て
日
本
時
代
に
開
削
、
整
備
し

直
さ
れ
た
も
の
が
、
現
在
の
八
通
関
古
道
だ
。

総
延
長
１
０
０
キ
ロ
に
わ
た
り
歩
道
化
さ

れ
、
南
投
県
信
義
郷
と
花
蓮
県
卓
渓
郷
を
結

ぶ
。
そ
の
規
模
の
大
き
さ
や
道
の
整
備
状
況
、

沿
道
の
手
付
か
ず
の
自
然
、
歴
史
的
な
遺
跡

や
遺
構
の
保
存
状
態
の
ど
の
点
か
ら
見
て
も
、

台
湾
古
道
の
巨
人
と
言
う
に
相
応
し
い
。

　
歩
道
化
さ
れ
て
い
る
と
い
っ
て
も
、
歩
き

通
す
の
に
優
に
１
週
間
は
か
か
る
。
古
道
の

最
高
点
は
中
央
山
脈
大だ
い
す
い
く
つ
ざ
ん

水
屈
山
（
標
高
３
６

４
２
メ
ー
ト
ル
）
の
足
下
で
、
こ
こ
で
便
宜

上
、
東
西
両
段
に
分
け
ら
れ
、
３
分
の
１
が

西
段
、
３
分
の
２
が
東
段
に
属
す
る
。
た
だ

し
、
登
山
経
験
が
な
く
と
も
、
ま
た
日
帰
り

で
も
十
分
に
こ
の
古
道
の
魅
力
は
堪
能
で
き

る
の
で
、
こ
こ
で
は
古
道
散
策
が
手
軽
に
楽

し
め
る
東
西
両
段
各
部
分
を
紹
介
し
よ
う
。

か
つ
て
の
日
本
最
高
峰
を
仰
ぐ
・
西
段

　
古
道
西
段
の
入
口
は
南
投
県
信
義
郷
東
埔

温
泉
、
日
本
時
代
に
開
拓
さ
れ
た
温
泉
郷
で

今
で
も
に
ぎ
わ
う
。
同
時
に
、
か
つ
て
の
日

萬年亨衢と清代八通関古道遺跡
清代開削の起点である南投県竹山鎮周辺に
は清代の古蹟が散在する。最大規模のもの
が、同県鹿谷郷にある鳳凰山鳥園管理事務
所横に鎮座する「萬年亨衢」の石碑で、石碑
に至る石段は清代の八通関道の白眉である。

かつてのダーフン駐在所
駐在所前での巡査とブヌン族の集合写真
（撮影は昭和初期）。ダーフンで子供時代を
過ごした鹿児島県在住の瀬戸口一清氏よ
り拝借した。ブヌン族は台湾総督府が最後
に「帰順」させた原住民族といわれている。
ダーフンまでの距離は東段入口から 40キ
ロ強、現代人には三日の行程だ。八通関古
道の最奥に位置しながら、当時は武徳殿（武
道館）まで擁し、まるでちょっとした町の
ような様相を呈していたという。

八通関古道
八通関古道東段入口近く、かつて山
風駐在所があった場所から少し入っ
たところの古道。荒く切り出されて
はいるが兵火器を移動させるのに十
分な道幅が確保されており、当時の
理蕃道の性格と風貌を今に伝える。
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本
最
高
峰
新に
い
た
か
や
ま

高
山
（
現
・
玉
山
、
標
高
３
９

５
２
メ
ー
ト
ル
）
の
登
山
基
地
で
も
あ
っ
た
。

現
在
で
も
台
湾
登
山
愛
好
家
の
バ
イ
ブ
ル
で

あ
る
鹿
野
忠
雄
の『
山
と
雲
と
蕃
人
と
』（
１

９
４
１
年
）
で
頻
繁
に
登
場
す
る
の
は
、
こ

の
段
で
あ
る
。
西
段
側
古
道
は
陳
有
蘭
渓
右

岸
に
沿
っ
て
八
通
関
ま
で
登
り
つ
め
る
。
こ

の
間
の
距
離
が
17
キ
ロ
、
一
泊
二
日
の
コ
ー

ス
と
な
る
。

　
登
山
口
か
ら
小
１
時
間
ほ
ど
急
坂
を
登
る

と
、
突
如
、
古
道
西
段
の
核
心
部
、
陳
有
蘭

渓
が
削
り
出
し
た
壮
大
な
父
不
知
子
断
崖

（
父
子
断
崖
）
が
現
れ
る
。
新
潟
県
の
親
不

知
・
子
不
知
の
断
崖
絶
壁
を
重
ね
合
わ
せ
て

命
名
さ
れ
た
の
だ
ろ
う
。
垂
直
に
近
い
岩
盤

壁
に
へ
ば
り
つ
く
よ
う
に
開
削
さ
れ
た
古
道

ね
る
よ
う
な
北
峰
、
怪
異
な
ド
ー
ム
状
の
主

峰
、
す
く
っ
と
起
立
し
た
東
峰
が
迫
る
。
そ

れ
ら
台
湾
の
最
高
所
の
岩
峰
を
断
崖
上
で
支

え
る
よ
う
に
し
て
広
が
る
低
い
笹
の
大
草
原

が
八
通
関
で
あ
る
。
一
方
面
は
大
断
崖
、
そ

の
後
方
に
草
原
を
従
え
る
地
形
学
的
構
造
は

台
湾
山
岳
の
一
大
特
徴
だ
。
観
高
か
ら
２
・

５
キ
ロ
、
約
１
時
間
の
距
離
だ
が
、
八
通
関

ま
で
足
を
伸
ば
す
場
合
は
、
こ
の
観
高
駐
在

所
跡
の
下
方
に
設
け
ら
れ
た
宿
泊
施
設
で
一

泊
す
る
の
が
一
般
的
な
旅
程
で
あ
る
。

　

八
通
関
の
標
高
は
２
８
０
０
メ
ー
ト
ル
、

山
中
に
忽
然
と
広
大
な
草
原
が
出
現
す
る
さ

ま
は
感
動
的
だ
。
草
原
中
央
に
は
、
か
つ
て

の
八
通
関
警
備
道
上
、
最
大
規
模
の
駐
在
所

が
置
か
れ
、
そ
の
跡
は
草
原
上
に
く
っ
き
り

と
残
っ
て
い
る
。
当
時
の
写
真
と
比
べ
て
も

周
り
の
風
景
は
い
さ
さ
か
も
変
わ
っ
て
い
な

い
。
消
え
た
の
は
駐
在
所
の
人
と
建
物
だ
け

で
あ
る
。
も
し
今
後
、
自
動
車
道
が
開
通
す

る
こ
と
が
な
け
れ
ば
、
こ
の
地
は
永
遠
に
封

印
さ
れ
る
の
で
は
な
い
か
と
思
え
て
し
ま
う
。

自
然
の
中
の
歴
史
博
物
館
・
東
段

　
古
道
東
段
は
、
清
代
・
日
本
時
代
と
も
に

東
側
の
開
削
起
点
と
な
っ
た
花
蓮
県
玉
里
鎮

玉
里
か
ら
10
キ
ロ
ほ
ど
ラ
ク
ラ
ク
渓
を
遡
っ

た
場
所
に
あ
る
、
南
安
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー

が
起
点
に
な
る
。
こ
こ
に
は
「
八
通
関
越
道

路
開
鑿（
削
）記
念
碑
」が
安
置
さ
れ
て
い
る
。

実
際
の
登
山
口
へ
は
さ
ら
に
6
キ
ロ
、
自
動

車
道
を
進
む
。

　
ラ
ク
ラ
ク
渓
右
岸
に
開
削
さ
れ
た
古
道
東

段
は
、
西
段
に
比
し
て
は
る
か
に
長
蛇
で
あ

る
が
、
一
般
の
登
山
者
を
考
慮
し
、
最
初
の

約
14
キ
ロ
、
一
泊
二
日
で
往
復
で
き
る
段
は
、

特
に
「
瓦
拉
米
歩
道
」
と
名
付
け
ら
れ
、
保

存
・
整
備
が
進
ん
で
い
る
。
瓦
拉
米
と
は

「
蕨わ
ら
び」
の
中
国
語
音
訳
で
あ
り
、
日
本
統
治

時
代
、
同
名
の
駐
在
所
が
置
か
れ
て
い
た
場

所
で
、
現
在
は
山
小
屋
が
立
つ
。

　

日
本
時
代
の
警
備
道
東
段
は
、
ブ
ヌ
ン

族
と
台
湾
総
督
府
の
せ
め
ぎ
合
い
が
激
し
く
、

の
さ
ま
は
圧
巻
だ
。
登
山
口
か
ら
３
・
５
キ

ロ
の
地
点
に
か
か
る
二
連
の
長
大
な
雲
竜
瀑

布
が
父
子
断
崖
の
終
点
、
こ
こ
ま
で
は
散
歩

気
分
で
２
時
間
程
度
で
歩
け
て
し
ま
う
。

　
そ
の
後
、
乙
女
瀑
布
、
楽
々
小
屋
（
楽
々

駐
在
所
跡
）、
対
高
駐
在
所
跡
と
、
よ
く
整

備
さ
れ
た
古
道
が
、
広
々
と
し
た
観
高
駐
在

所
跡
ま
で
続
く
。
登
山
口
か
ら
14
キ
ロ
、
7
、

8
時
間
の
距
離
だ
。
戦
後
は
台
湾
の
地
図
上

か
ら
新
高
山
の
名
前
は
消
え
た
が
、対
高（
新

高
山
に
対
す
る
）、観
高
（
新
高
山
を
観
る
）

が
、
地
名
、
山
名
と
し
て
今
も
残
っ
て
い
る
。

　
観
高
に
至
る
と
、
文
字
通
り
、
玉
山
連
峰

が
古
道
進
行
方
向
右
手
（
西
側
）
に
見
え
て

く
る
。
陳
有
蘭
渓
対
岸
に
ぱ
っ
く
り
と
口
を

開
け
た
金
門
銅
大
断
崖
越
し
に
、
大
き
く
う

パナイコ駐在所跡
かつて八通関警備道を行き来した日本人のいでたち。
八通関駐在所から東側約 5キロのパイナコ駐在所
付近で撮影された。今は、写真下のように台湾二葉
松の落葉が美しい登山道。上写真は、前述の瀬戸口
氏より拝借した。写真に写るのは同氏の母堂と叔父
上。昭和初期に撮影されたもの。

父不知子断崖（上）
東埔温泉郷内にある古道西段登山口から枕木の階段を登り、ブ
ヌン族の畑を通過すると、古道西段の核心部、父不知子断崖に
至る。古道はその断崖を横切る。高所恐怖症の人はまず歩けな
いが、そうでなければ、登山装備がまったく無くても大丈夫だ。

八通関駐在所跡（下）
コンクリート製の門柱は、八通関警備道で最大規模といわれ
た八通関駐在所遺構の一部である。辺りを丁寧に探せば、石垣、
階段等の遺構を観察できる。後方に写る山は、玉山北峰（日本
時代の北山）に至る稜線。
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か
つ
長
期
間
に
及
ん
だ
場
所
だ
け
に
、
設
置

さ
れ
た
駐
在
所
も
お
お
よ
そ
40
カ
所
を
数
え
、

そ
れ
ら
に
ち
な
む
遺
構
・
遺
跡
が
多
い
。
瓦

拉
米
歩
道
の
場
合
、
登
山
口
か
ら
順
に
、
山

風
、
佳
心
、
黄
麻
、
蕨
の
各
駐
在
所
跡
に
、

中
国
語
と
英
語
で
丁
寧
な
解
説
が
施
さ
れ
た

案
内
板
が
立
て
ら
れ
て
い
る
。

　
山
風
駐
在
所
跡
を
し
ば
ら
く
進
み
、
鋼
鉄

製
の
長
く
、
非
常
な
高
度
感
の
あ
る
吊
橋
を

渡
る
と
、
す
ぐ
に
も
う
一
本
、
古
色
蒼
然
と

し
た
吊
橋
が
現
れ
る
。
両
端
の
コ
ン
ク
リ
ー

ト
製
橋
門
頭
に
は
、「
山
風
橋
」
と
実
に
風

雅
な
日
本
語
が
刻
ま
れ
て
い
る
。
台
湾
の
山

中
奥
深
く
に
残
る
日
本
時
代
の
橋
遺
構
は
多

い
。
八
通
関
古
道
上
に
も
少
な
か
ら
ず
残
る

が
、
こ
の
よ
う
に
現
役
の
も
の
は
今
や
ほ
と

ん
ど
な
い
の
が
現
状
で
あ
る
。

　
登
山
口
か
ら
４
・
５
キ
ロ
、
約
２
時
間
の

距
離
に
あ
る
佳
心
駐
在
所
跡
は
、
整
地
さ
れ

た
建
物
跡
を
日
本
の
山
城
を
思
わ
せ
る
石
垣

が
囲
む
。
今
で
は
瀟
洒
な
展
望
台
と
水
洗
ト

イ
レ
も
あ
り
、
台
湾
に
歴
史
遺
産
と
し
て
保

存
さ
れ
て
い
る
日
本
時
代
の
駐
在
所
跡
の
な

か
で
、
そ
の
規
模
と
整
備
状
態
が
最
も
良
い

も
の
の
一
つ
と
い
え
る
。
し
か
も
標
高
８
０

０
メ
ー
ト
ル
の
高
台
な
の
で
、
ラ
ク
ラ
ク
渓

を
眼
下
に
従
え
た
眺
望
が
す
ば
ら
し
い
。

　
黄
麻
か
ら
蕨
に
向
か
っ
て
歩
を
進
め
る
と
、

途
中
、
古
道
脇
の
一
段
高
い
場
所
に
、
２

メ
ー
ト
ル
は
優
に
あ
る
無
傷
の
石
碑
に
出
会

う
。「
カ
シ
バ
ナ
事
件
殉
職
者
之
碑
」
で
あ

る
。
今
は
異
国
の
山
奥
で
、
突
然
、
カ
タ
カ

ナ
に
出
会
う
の
は
衝
撃
的
だ
。
日
本
統
治
時

代
の
理
蕃
政
策
下
で
、
原
住
民
と
台
湾
総
督

府
の
間
で
抗
争
事
件
が
多
発
し
、
双
方
に
甚

大
な
犠
牲
者
を
出
し
た
。
日
本
人
に
よ
り
殉

職
碑
が
多
く
建
て
ら
れ
た
が
、
こ
の
碑
は
そ

の
大
き
さ
と
保
存
状
態
の
良
さ
で
随
一
の
も

の
で
あ
る
。
ま
た
、
古
道
脇
を
注
意
深
く
見

て
い
る
と
、「
台
湾
総
督
府
交
通
局
遞
信
部
」

と
刻
ま
れ
番
号
を
付
さ
れ
た
石
柱
に
も
出
会

う
。
当
時
、
電
信
網
が
引
か
れ
て
い
た
証
左

で
あ
る
。
こ
れ
も
当
時
の
原
住
民
管
制
を
物

語
る
遺
跡
だ
。

　
日
清
戦
争
後
、
台
湾
統
治
を
開
始
し
た
日

本
人
を
ま
ず
驚
か
せ
た
の
は
、
千
古
斧ふ
え
つ鉞

を

入
れ
ぬ
と
思
わ
せ
た
山
の
深
さ
で
あ
っ
た
。

こ
の
こ
と
は
、
古
道
を
歩
く
と
、
今
で
も
容

易
に
想
像
で
き
る
。
当
時
の
豊
か
な
自
然
は

い
ま
だ
に
現
役
で
あ
る
。
古
道
西
段
を
父
子

断
崖
、
玉
山
に
代
表
さ
れ
る
動
の
自
然
美
と

す
れ
ば
、
東
段
の
始
ま
り
部
分
は
、
静
の
自

然
美
と
言
え
る
か
も
し
れ
な
い
。
か
つ
て
そ

う
で
あ
っ
た
よ
う
に
、
今
で
も
多
く
の
人
々

が
そ
の
魅
力
に
取
り
付
か
れ
る
。
■

※
「
台
湾
古
道
を
行
く
」
は
不
定
期
で
連
載
し
ま
す
。

草嶺古道
台湾北部の代表的古道で、清代後
期に現在の宜蘭市を中心とする陽
蘭平原開発のため開削された。台
北県貢寮郷双玉から宜蘭県頭城郷
大里までを結ぶ全長 8キロ。花蓮県

南投県

嘉義県

八通関大山
秀姑巒山

玉山（新高山）

雪山 南湖大山

鹿鳴橋
南安ビジターセンターから東段登山口に向かう途中、ラク
ラク渓への降り口の先にモダンな鹿鳴吊橋がある。日本時
代にも同地点に吊橋が架かっており、当時の橋門が現在の
吊橋両端の橋門脇に残る。写真は右岸側、鹿鳴の「鳴」の部
分が故意に削り取られている。さらに、川原にもう一つ日
本時代設営の橋門が残っているのが吊橋上から観察でき
る。この吊橋を左岸に渡ると、そこにもラクラク渓下流へ
向かい玉里市街に抜けた旧警備道が残っている。八通関古
道鹿鳴段と呼ばれ、片道 3キロ弱が歩道化され、全段平坦
なため往復 3時間ほどで歩ける。八通関古道の入門コース
ともいえるが、散策する人は少ない。

カシハナ事件碑
カシバナとはブヌン族カシバナ社にちなむ。碑が立つ場所
の山上には同名の駐在所があった。この碑にある通り、大
正 4年（1915 年）5月 12 日、ダーフン社ブヌン族に襲
撃され 8名の日本人が殺害された。その五日後、この地よ
りさらに東側のダーフン駐在所員12名全員が殺害される
事件が発生する。前年に台湾総督府がブヌン族に対し行っ
た銃器没収が引き金となったといわれる。当時、銃器は原
住民の重要な狩猟道具だった。これらの事件は、総督府に
ブヌン族管制強化のための警備道の開削と再整備を促す。
八通関警備道（東段）は大正 8年建設開始、同 10年完工。

福巴越嶺古道
台北県烏来郷福山と桃園県復興郷
巴稜を結ぶ全長 17キロ。越嶺（ラ
ラ山）には紅檜（べにひ）の原生
林が残り、水蜜桃の産地でもある。
タイヤル族管制の元警備道。

霞喀羅古道（石鹿古道）
霞喀羅（シヤカロ）はタイヤル語。
タイヤル族管制の元警備道で、駐
在所、砲台、吊橋など日本時代の
遺構が豊富。新竹県五峰郷石鹿か
ら同県尖石郷養老、全長 24キロ。

能高越嶺古道
能高山（標高 3,262 ｍ ) の稜線
を乗り越え、中央山脈を横断する
セデック、タイヤル族管制の元警
備道。西段は霧社事件ゆかりの地。
南投県仁愛郷屯原から花蓮県秀林
郷銅門までの全長 27キロ。

浸水営古道
中央山脈最南端を横断する約
500 年の歴史があるという古道。
屏東県枋寮郷玉泉と台東県大武郷
大武を結ぶパイワン族管制の元警
備道で、戦後も長く東西海岸を結
ぶ幹線道だった。現在、西段の大
半は自動車道となり、歩道は西段
3キロと東段 15キロ。

◎台北市

◎宜蘭市

◎花連市
◎台中市

◎信義郷

◎嘉義市

◎
◎

◎台東市
◎高雄市

秀姑巒山

大水屈山

八通関大山

玉山（新高山）

駐在所跡地

2：巴奈伊克（パナイコ）
3：大分（ダーフン）

1：八通関 4：瓦拉米（蕨）
5：喀西帕南（カシバナ）
6：佳心

◎東埔

◎父不知子断崖

◎観高

◎黄麻

◎山風
◎南安

ラクラク渓

陳有蘭渓

卓渓郷

玉里鎮

花
東
公
路

◀南投県竹山鎮
5km

N

玉里鎮阿里山

3

1
2

4

5

6

関山越嶺古道（中之関古道）
中央山脈南部を横断。ブヌン族管
制の元警備道で高雄県六亀郷から
台東県関山鎮までの 170 キロだ
が、一般ハイカー向けは西段の約
4キロのみ。中之関駐在所跡があ
るため、中之関古道とも呼ばれる。

▶八通関古道の拡大図
※八通関古道を歩くには、
入山証（管轄警察署にて）
と入園証（公園管理事務
所にて）の取得が必要。
　 入山証が必要な古道

◎台南市

能高山

霞喀羅古道

草嶺古道

能高越嶺古道

福巴越嶺古道

関山越嶺古道

浸水営古道

その他の代表的な台湾古道

新竹市◎

玉里駅


